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口

近畿病院図書室協議会第１９回総会は、１９９３年３月２９日（月）午後２時１５分より、淀川キリス

ト教病院本館５階講義室で開催された。当日の出席者は３３機関、委任状提出機関は２７機関で

あった。

白方誠佃会長は挨拶の中で昨今話題となっている製薬会社による文献複写自粛の動向に触

れられ、病院図書室の機能強化が必要なのではないかと述べられた。この後、議長に七浦紀

子氏（ 大津赤十字病院 ）、副議長に重富久代氏（ 京都市立病院 ）、書記に浜口恵子氏（ 高槻

赤十字病院 ）を選出し、議案審議に移った。提出議案は７題でそれぞれ満場一致で可決され

た。

会長、事務局長は役員会で選出された現白方誠禰会長、現小田中徹也事務局長がそれぞれ

承認され、役員改選では幹事９名、会計監査２名が選出された。

なお、総会に先だって京都大学名誉教授・島根医科大学前学長の檜學先生による特別講演

「 科学の芽生えとその発展 」が行われた。
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議案Ｉ 平成４年度活動報告

はじ めに

平成 ４年度の当協議会は会誌発行形態の変更、全国的

研究 会の企画運営そし て会名称の検討 と、 事業活動や活

動基盤に 重要な意味を持つ年であ った。

まず、会の設立以来、隔月に発行されていた「 近畿病

院図書室協議会会報 」は３月に 通巻１００号 を もって 終 刊

とし、別に：年刊で発行されてい た会誌『 病院図書室 』に

統合してこれを季刊で発行するこ とにし た。装い も新た

な会誌（１２巻１－２号 Ｍａｙ ’９２）は会内外 から好評裡に

迎えられ、『 医学中央雑誌 』（ 同刊行会発行 ）へは新た

に収載されるこ とになった。また『 図書館 雑誌 』（ 日本

図書館協会発行 ）で も病院図書室関係では唯一の記事収

録の対象誌 となっている。このことは図書館界と医療界

のーつ の橋渡しの場になる ものと、 関係者一同期待 と責

任の大 きさ を感じている。

次に、日本病院会主 催の全国図書室研究会が９月 ３～

４日に 神戸市で開催され、関西で開 催された今年はこれ

まで同 様に当協議会が企画や運営に 協力した。今回は特

に評論家の鶴見俊輔氏を招き「 臨死の読書と回復期の読

書 」と題する特別講演 をお願いし才ｚ。またヽ メインテー

マを「 資料の保存 」とす るプログラムでは、 日本図書館

協会資料保存委員会の二宮嘉須彦氏には保存の考え方、
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宇部短期大学の昼馬逸郎氏には分担保存、大阪府立夕陽

丘図書館の前田章夫氏には著作権法につ いてそれぞれ講

演し て頂いた。さらに、 シン ポジウムく 病院図書室にお

け る資料の分担保存と廃棄＞で は活発な質疑応答があり、

この問題に たいする関心 の高さが窺わ れた。

ところで、当協議会の会員構成は近畿外から も神奈川

から福岡県まで１６機関、現在の会員７７機関の２割を占め、

病院の他に医療教育施設からも８機関が会員となってい

る。そうし た中で、 近畿地区外の会員からは発足以来の

名称「 近畿病院図書室協議会 」から「 近畿 」を外し て、

ネットワークの枠組拡大をとの 要望が以前から出されて

い た。これは組織活動の内容に もかかわる事柄であるた

め、改称につい て会員の意向 を問うことにした。そこで、

１２月に アンケートを実施し今年 １月末の集計では７７会員

中、ｚＢ機関からの回答で あっ た。数字的な結果 だけみる

と、改称につ いて賛成が１４機関、反対が８機関、判断不

可が ６機関であ った。この結果からは、また総回答数か

ら も改称の是非を判断するに は早計であ ろう。しかし、

おお よその傾向は窺うことができたし、特に病院図書室

の独自組 織の必要性と当協議会にたいする高い期待と評

価が数多くあった。（ 総会資料「 当会の名称についての

アン ケート結果報告 」を添付 ）

その他、懸案になってい る『 総合目録 』改訂版につい

ては、 編集特にデータ点検作業が予想以上に繁 雑であっ

たことや編集委員会委員の病院業務上の要因などから、

発行予定期日 を大幅に遅 れることになってし まった。会

員の皆様にはお詫びし なけ ればならない。 なお、定例研

修会や見学会の開催、 年次統計調査などの継続事業 は例

年通り順調に実施された。このうち、今年度の第４回名

古屋研修会に：ついては初めて東海地区の会員が実行委員

会を組織して企画・運営にあたったことは意味深い。

Ｉ－１ 各事業部報告

１－１－１ 研修部

〔 第６５回研修会 〕

日本病院会全国図書室研究会と併 催

主催：社団 法人日本病院会

後援：近畿病院図書室協議会、 病院図書室研究会

日時：１９９２年 ９月３日（木） １３：００～１７：００

１９９２年 ９月 ４日（金） １０：００～１６：３０

会場ｆ兵庫県民会館 １１階 ホール

会費：会員病院・後援団体加入施設 ６，０００円

非 会員病院 １０．０００円

プ ログラム：

テーマ「 資料の保存につい て 」

第１日 ９月 ３日（木）

１． 特別講演「 臨死の読書と回復期の読書 」

講師 鶴見俊輔（ 評論家 ）

座長 船戸正久（ 淀 川キリ スト教病院病歴図書部

長 ）

２． 講演「 図書館におけ る資料保存の考え方 」

講師 二宮嘉須彦（ 日本図書館協会資料保存委員

会委員長 ）

３． 講演「 中 国四国地区におけ るバッ クナンバーの分

担保存制度 」

講師 昼馬逸郎（ 宇部短 期大学教務課長 ）

第２日 ９月４日（金）

１． 講演「 ＡＤＯＮＩＳについ て 」

講師 平山恵三（ ㈱紀伊國屋書店国際情報部関西

オンライン課課長 ）

２． 講演「 著作権について 」

講師 前田章夫（ 大阪府立夕 陽丘図書館 ）

３． シンポジウム「 病院図書室におけ る資料の保存と

廃棄 」

①資料保 存上の諸問題

千住と も子（ 日生 病院図書室 ）

②資料の分担保存

加島民 子（ 大阪回生 病院図書室 ）

③資料の廃棄（ 廃棄基準を含む ）

飯田育子（ 浜松赤十字病院図書室 ）

④資料の保存方法の動向

前田元也（ 西淀病院図書室 ）

座長 戸津崎 茂雄（ 京都南病院副院長 ）

参加者：７３名

〔第６６回研修会〕

日時：１９９２年１２月１５日（火） １０：００～１６：００

場所：回生看護学院 ３階大教室

会費：会員 １，０００円

非会員 １，５００円

プログラム：

１．ビデオによる図書館利用案内
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講師 原 栄子（ 羽衣学園短期大学 ）

２．「 医学の基礎知識 」麻酔のお はなし

講師 久 富義郎（ 大阪回生病院麻酔科部長 ）

３． 看護系の資料について 一 単行書を中心に一

講師 山添美代（ 元聖路加 看護大学図書館 ）

４． 外国雑誌の一括発注方式について

① アクセス方式 という販売方法につい て

一見益男（ 紀伊國屋書店 ）

②丸善ＭＡＣＳ２の導入例

荒川直子（ 厚生連更生病院図書室 ）

③－ アンケート報告一

近畿病院図書室協議会加盟機関におけ る外国雑

誌の購入方 法の現状

座長 泉谷嗣郎（ 大阪赤十字病院図書室 ）

参加 者：２７名（ うち非会員ｌ 名 ）

〔第６７回研修会 〕

日時：１９９３年３月２９日（月） １０：００～１２：００

場所：淀川キリスト教病院 ５階講義室

会費：５００円

プログラム（ 事例報告会）：

①当図書室の個人図書購入斡旋に：ついて

山崎捷子（淀川キリスト教病院）

②２年間の図書室業務を振り返って

松田智恵子（ 大阪府済生会泉尾病院）

③丸善外国雑誌の一括発注方式を利用して

七浦紀子（ 大津赤十字病院）

④図書室の年次報告書の作成

木下久美子（ 高山赤十字病院 ）

⑤院内報の発行

首藤佳子（ 星ヶ丘厚生年金病院）

参加者：３６名（ うち非会員３名）

〔 第 ４回名古屋研 修会 〕

日時： １９９２年１０月３１日（ニ１二） １０：００～１６：００

場所 ：社会保険中 京病院 健康管理 セン ター２階集団指

導室

会費：会員 １，０００円

非会員 １，５００円

プログラム：

１． 講義「 必要とされる情報（ 資料 ）を提供するため

に一 担 当者の役割と必 要な知識一 」

講師 木下久美 子（ 高山赤 十字病院図書室 ）

病院図書室 Ｖｏｌ．１３ Ｎａ２．１９９３

２．講義と実習「 ＳＧＤ－ＲＯＭ’情報検索の有効な手

段として」

協力 丸善㈱メイシス関西センター

参加者：２２名（ うち非会員６名）

〔第２回勉強会〕

日時：１９９２年６月１８日（木） １３：００～１７：００

場所：回生看護学院会議室

会費：５００円

テーマ：利用者サービスについて

参加者：１２名（ うち研修部４名）

〔大阪大学生命科学図書館見学会〕

日時：１９９２年１１月１９日（木） １４：００～１５：３０

参加者：１５名

今年度は全国図書室研究会（ 以 下全国研 ）を含め３回

の研修会と名古屋研修会、 勉強会、 見学会を企画し開催

し た。

全国研と併 催した第６５回研修会は開催地を神戸とし。
－

メインテーマに は「 資料保存 」を取り上げた。限られた

図書室スペースで資料をいかに保 存していくか、表襄一

体であ る保存と廃棄 という問題、また、 資料保存の別の

問題 とし て酸性紙に よる本の崩壊 ということがあ る。今

協議会で準備中であ る分担保存 も含め、 講演、 シン ポジ

ウムを通し て様々な角度から資料保存の問題 を考えてみ

ることにし た。特 別講演には評論家の鶴見俊輔氏をお招

きした。 当日の研究会の内容は会誌「 病院図 書室 」第１２

巻４号（１９９２）と日本病院会雑誌には 第３９巻１２号（１９９２）

以降に継続し て掲載されている。

第６６回研修会は、最近導入す る図書室が増え てきたこ
ー

とから外国雑誌の一括発注方式を取り上げた他、山添氏

に は今回は看護系の資料につい て、単行書を中心 とした

講義をお願いし た。 シリー ズの「 医学の基礎知識 」は麻

酔について、 またビデオを使った図書館利用案内の事例

を報告していただい た。外国雑誌 の購読料は年々上昇す

る一方であり、一括発注方式のメリット、 デメリットに

つい て研修部とし て今後 も注目し ていきたい。

第６７回研修会（。事例・研究報告会 ）には５題の演題が

提出さ れた。 今回はいずれ も図 書室業務からの事例報告

であ った。

今年で第４回となった名古屋研修会は、 企画から運営
－

まですべて名古屋地区の会員に 委ね、実行委員会を組織
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し準備が進められた。プ 。グラムは今回 も初心者向けの

実務を中 心とし、会場には中京病院の協力が得られた。

参加者はこれまでに比べ 少なかったが、研修意欲を もっ

た参加者に固定さ れ、 東海地区の研修会として定着し て

きた ように思う。

勉強会 ２回目の今年は「 利用サービス 」をテーマに
一

年次統計調査用紙を資料に 使い研修し た。円卓会議形式

で１２名と少人 数であったため、日常業 務の問題点・ 疑問

点などを自由に話し 合え、 なごやかな雰囲 気の中で進め

今年度は研修部員 として、 社会保険神戸中央病院の林

伴子氏、名古屋第一赤十字病院 の大平美里氏 の協力を得

た。

今年度の研修部予算は１５０．０００円で支出は１９３．２３１円と

なり， ４３．２３１円 の赤字であった。

研修会参加費は， ６７，０００円であった。

られた。前回ととりこ参加者からは好 評であり、 新任担 Ｉ－ １－ ２． 編集部

当者のための実務研修会とし て今後 も継続し ていきた八

開催前大阪回生病院の新図書室を見学し た。

見学会 大阪大学生命科学図書館は生命科学分野全域
－

に拡大された図書館 とし て一昨年吹田市に 新築移転され

た。かねてより会員から生命科学図書館の見学希望があ

ったので、 協議会から申し 入れ実現するこ とができた。

会員の希望があ れば今後 もこのような見学会を企画し て

いきたい。

＜まとめ＞

全 国研は年１回、（社） 日本病院会が主 催す る研修会

で、こ れまで隔年に協議会が協力して近畿地区で開催さ

れてきた。協議会では研修会を全国研と併 催し、研修部

は会場決定から企画・運営までその準備に 半年近くをか

け て行ってきた。今年度 も例年通りということで全国研

を引き受けたのであ るが、 日本病院会の方針が変 わって

いたこ とから双方に数多くの行き違いがあ った。日本病

院会におけ る図書室研究会の委員が増員、充実 されたこ

と、協議会会員の参加が毎回２５・６名程度であるこ とから

も全国研に協議会が協力する件については、 検討す る時

期にきたのではないか と思う。

今年度 も前半は全国研の準備に追われ年間スケジ３－ー

ルを検討す ることができなかった。会員が年間計画 を立

てられるように、来年度は早い時期に企画を行い １年間

の研 修スケジュールの案内がで きるようにし たい。また、

今年度は従来の会報、会誌を統合して機関誌「 病院図

書室 」を発行し た。こ れに伴い、発行サイ クルはＪａｎ．～

Ｄｅｃ．に、発行頻度はＱｕａｒｔｅｒｌｙ（ ２．５，８，１１月 ）に変更

となった。巻数は今までの会誌の巻数を引き継いで１２巻

とし たが、１号は協議会活動年度では前年度に入 るため、

１／２合併号として５月に第１冊目を発行し た。 変 更 初

年度のため、 不十分な点はあったが、一応今年度の予定

号数を発行す ることができた。

ページ数の増加によってまとまった記事の掲載が可能

となり、読者からはおおむね好評で迎えられた。 また、

編集面で も従来 より企画、編集が容易になった。したが

って、今 のところ発行形態の変 更は好結果を生んでい る

と言えよう。なお、 経済的な側面、編集部員の労力の面

等からはさらに検討が必 要であ る。

なお、本誌は１９９３年から医学中央 雑誌に収載されるこ

とになり、 また１９９２年より「 図書館雑誌 」の資料室欄に

も全号Ｉｎｄｅｘされるようになった。 より広い範囲に内容

を伝える手 段を得たことは喜ばしい ことである。

１

発行日と内容（ 別紙のとおり ）

１２／１・２号 １９９２．６．２５．（ ５月、 １ヵ月遅れ ）

１２／３号 １９９２．９．１６．（ ８月、半月遅 れ ）

１２／４号 １９９２．１２．２５．（１１月、 １ヵ月遅 れ ）

研修内容について、会員の意向 を知 るためのアン ケート ２． 発行経費

調査を行 う予定であ る。その結果 も参考により多くの会 発行経費は会報１８巻５／６号（ 通巻１００号 ）が７０，７５１円 、

員が 参加できるような、内容の充実し た研修会を 企画し １２巻１／２～４号が ９１１，２１８円の合計９８１，９６９円であった。

たい と思 う。

事例報告会の演題が集まりにくい という懸案 事項は今

年度 も解決できなかっ た。継続し ていくのか、 それと も

し たがって，予算８７０，０００円に対し て１１１．９６９円の赤字で

あ った。

他の企画を考えた方が よいのか、 事例報告会その ものを ３．

見直す時期にきているように思う。

－６６－

広告収入

丸善（２５．０００円 ）、 ナカバヤシ（４０．０００円 ）、厚生社



（２０，０００円），紀伊國屋（４０．０００円），ユサコ（１２，０００

円 ），金剛（１２，０００円）

総 計 １４９．０００円

４． 現在の発行部数 ２００部

購読 ３８部、 寄贈 ２６部、交換 ６部

５． 編集方 針と記事内容

新しい機関誌 は、病院図書室に即し た記事作りを編集

方針にし ている。その中 で、 まず「 資料 」と「 資料への

アクセス 」に注目して企画を行った。

また、 内容は各号特集とシリー ズ記事の組み合わせと

した。現在用意しているシリーズは、「 巻頭言 」「 臨床

に役立つ雑誌 」「 Ｍｅｄｉｃａｌ Ｅｓｓａｙ 」「 実務 シリー ズ 」

「 医学用語あ れこれ 」「 リソースライブラリー 」「 病院

図書室紹介 」「 図書館員の四季 」等で、 シリーズは頁数

の関係で、 号に よって分散する予定であ る。その他、総

会報告および会員の学会発表抄録は各巻２号（ ５月 ）、

会員名簿は各巻 ４号（ １１月 ）、幹事会報告 や会員異動は

毎号掲載の予定である。 ３号を発行し たのみで評価は難

しいが、今 後 も時宜にかなった企画と現場主義に徹して

編集する予定である。

６． 編集 体制

現在、編集部員は首藤、田中、中嶋、浜口、 前田、山

崎の６名で、編集会議で 企画決定し、原稿依頼、 原稿整

理、 割付、 校正、 発送等 の仕事を分担し て編集を行った。

業務多忙な中での編集作業 はそれぞれの部員に心身と も

にかなりの負担を強いてい るが、 現在特に解決すべき問

題はない。

編集会議 は今年度３回開 催した。 開催場所は以 下のと

おり。

第１回（ １９９２．７．２） 回生看護学院会議室

第２回（ １９９２．１０．２９） 大阪回生病院 小会議室

第３回（ １９９３．３．２） 大阪回生病院小会議室

７。 今後の課題

（１）編集体制の強化一編集部員の任期、お よび役割を決め

て責任を もって継続でき るような体制にす ること。 また

部員 の負担が長期間続く ことを避け る工夫が必要だと思

われる。

（２）定期刊行 を果たすために編集のスケジュー ルを整備す

ること。

病院図書室 Ｖｏｌ．１３Ｎａ２，１９９３

（ｓ購読会員 を拡大すること。

（４）広告収入を増やすこと。

１－ １－ ３． 統計調査部

１。 重複雑誌目録作成について

ａ．調査対象雑誌：１９９１年１月 ～１２月発行の和・ 洋雑誌で

協議会各図書室が重複して受け入れた もの

ｂ．調 査 時 期 ： １９９２年４月～５月

ｃ．作 業 経 過 ：

１９９２．４．２０ 重複雑誌調査用紙発送

（ 協議会会員７７機関宛 ）

１９９２．５．３０ 回答締切日

１９９２．７．２０ 重複雑誌目録発送（ 会員宛 ）

ｄ．参 加 病 院 ： ２４施設

〔 内訳 〕 名古屋第一赤十字、 日赤愛知女子短大、 大

津赤十字、長 浜赤 十字、京都市立、京都南、大阪逓信、

大阪府立成人病センター、 大阪厚生年金、 住友、耳原、

大阪労災、高槻赤十字、西淀、 関西鍼灸短大、医真会

八尾、西宮市立中央、国立姫路、済生会兵庫県、和歌

山労災、島根県立中央、社保広島 市民、 近森、福岡徳

洲会

ｅ．重複雑誌タイトル数：１５９誌（ 和雑誌８０、洋雑誌７９誌）

２。 年次統計調 査の実施と報告書の作成について

ａ．調査対象機関：協議会会員７７機関

ｂ．調査対象期間： １９９１年４月～１９９２年３月

ｃ．調 査 時 期： １９９２年８月ヽ ９月

ｄ．調 査 項 目： １．施設の状況 ２．施設・建物 ３．職員

４．図書委員会 ５．蔵書 ６．経費 ７．整理業務 ８．利用

者統計 ９．視聴覚 資料 １０．図書出版物 １１．所蔵二次

資料

ｅ．作 業 経 過：

１９９２．７．３０ 幹事会において年次統計調査一 部変更の

承認を受け る

１９９２．８．１０ 年次統計調査用紙発送

１９９２．９．１０ 回答締切日

１９９２．１２． 未提出施設に電話に よる督促

１９９３．１～２ 年次統計調査集計作業お よび印刷

１９９３．２．２７ 年次統計調査報告書発送（ 会員お よび地

域病院図書室 ネット ワー ク６機関 ）

ｆ．参 加 病 院：５３施設（ 参加率６９昿）

－ ６７－
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ｇ．経 費：７，０００円

３． 文献相互貸借件数（ １９９１．４～１９９２．３）

（１）相互貸借サービス実施施設 ４３施設（８１係）

” 非実施施設 １０施設（１９弘）

（２）受付件数（ 貸し ）

誉平 成２年度中にサービスをしなかった施設 ９施設

ａ．総件数 ２．７０７件 ／３７施設 平均 ７４件

最大 ３５８件、最小 １件 （このうち現物貸し５件）

ｂ．相手施設

協議会加盟施設：３１施設で 延べ ３９９施設宛にサ ービ

各事業部年間計画、全国図書室研究会の企画 ）

② ６／１１；星ヶ丘厚生年金病院（ 各事業の経過報告と協

議、全国図書室研究会の準備状況 ）

③ ７／３０；大阪 労災病院（ 各事業の経過報告 と協議、 日

本病院会 との交渉経過につ いて ）

④１０／８；京都 南病院（ 各事業の経過報告 と協議、 会名

称について ）

⑤ １２／３；回生看護学院（ 各事業の経過報告と協議、会

名称についてのアン ケート調査 ）

⑥ ２／４；国立京都病院（ 年間総括、役員会、総会の準

備 ）

ス をし て お り、 １施 設 当 た り平 均ｌｏ施 設に サー ビ ※ ６／７ ；東 海 地 区 連 絡 会（ 名 古 屋 市内 で 、 事 務 局 と当

スをしてい るこ とになる。

協議会外の施設：２１施設が 協議会外の施 設に もサー

ビ スをし ており、延べ５９施設で、 １施設当たり平

均３施設に サービ スをし ていることにな る。

（ｓ依頼件数（ 借り ）

４平成 ２年度中にサービスをし なかった施設 ５施設

ａ．総件数 ６．３９９件 ／３８施設 平均１６８件

最大 ８３９件、最小１件

ｂ．依 頼先別件数

依 頼 先 件 数 （ ％） 平均 件数

協 議 会 加 盟 施 設 １．９５１／３８施設（３１．２％） ５１件

ＪＭＬＡ 近畿地区加盟館 １，２３１／３８施設（２０．０％） ３３件

ＪＭ Ｌ Ａ 近 畿 外加 盟 館 ２．Ｚ７Ｓ／３５ｔ＆設（３６．４Ｗ ６０件

海外（ ＢＬ Ｄ Ｓ Ｃ 等）` ｌｌ／３８施ｌＳ（０．２Ｗ ０．３件

そ の 他 ７７９／３８施 設（１２．０） ２１件

＊ 現物借り３件

１―２． 組織活動について

１－ ２－ １． 幹事会

今年度の幹事は９会員からなり、以 下に示す主な議題

につい て協議し た。特に全国図書室研究会と会名につい

ては回を重ねて討議した。

① ４／１３；淀川キリスト教病院（ 幹事の担当事業決定、

地区会員との間で名古屋研修会 と協力活動の

あり方を協議 ）

１－ ２－２． 役員会

平成５年３月１０日、淀川キリスト教病院において開催

され、白方会長 司会の下、事務局、各事業部から今年度

の事業活動につい て報告審議された。このうち特に会の

財政補強、全国図書室研究会へ の今後の対応、会名の取

扱いについて協議を集中し た。

来年度の会長 と事務局長 には、白方誠佃（ 淀川 キリス

ト教病院院長 ）現会長、 小田中 徹也（ 国立京都病院図書

室司書 ）現事務局長が、会則第 ７条によりそれぞれ再選

出された。

毎年のことで はあ るが、 役員病院の管理者からの出席

は低調であった。従来のように年度末の３月開催は各病

院内の行事や会議 も多く多 用と思われるので、来年度か

らは２月中に当役員会を開催す るこ とにした。

１－２－ ３． 会員の状況

会員数：７７機関（ 近畿外；１７機関、 病院外；７機関）

異動：入会； 済生会兵庫県病院（ 兵庫 ）

大阪府済生 会泉尾病院（ 大阪 ）

小牧市民 病院（ 愛知 ）

退会； なし

６８



１－ ２－ ４． 対外交流

（１）ＪＭＬＡお よび近畿地区医学図書館協議会

第５４回地区例会（５／１２神戸大学 ）に幹 事 の 松本 純子

氏と林伴子氏出席。ＪＭＬＡ第６３回総会（ ５／２８－２９ 九州

歯科大学 ）に幹事の加島民子氏出席。この他に も出版物

の協会会員 価格での頒布や国際学会、各種研修会の案内

があり、例年通りの交流があった。

なお、ＪＭＬＡでは「 将来計画委員 会基 本 問 題 検討部

会 」が財政改善などの諸提案 と併せ、病院図書室との新

しい ネット ワー ク形成の構想を今年度総会へ答申し た。

ここで注目 され るのは入会基準の撤廃 と個人会員 制度の

導入であ り、具体化に進むかが注目される。

（２）日本病院会

今年度の全国図書室研究会（９／３－４ 神戸 ）の開 催に

ついては例年通り企画から運営まで 協力した。 企画準備

の段階で日本病院会図書委員会との間に従来とは解釈の

違いを来 たしたが、 参加 者７０名からは内容の充実を称賛

された。今後 も従来の形で協力で きるかについては再検

討の余地があ る。

（３）その他

病院図書室研究会（ 関東中心 ）や県単位の病院 図書室

ネットワークとは今年 度 も出版物の交換や講演な どの交

流を行った。 その他、関連学会での会員 の発表や雑誌へ

の投稿があった。（ 学会・論文発表参照 ）

１－２－５．学会、論文発表

〔 学会発表 〕

（１）第９回図書館情報サービ ス研究大 会（ ５月、京 都 ）

小児 病院図書室の連絡会の活動

大阪府立母子保健総合医療センター

徳田 雅子

（２）第９回図書館情報サービ ス研究大 会（ ５月、京都 ）

病院 図書室と生涯学習

社保広島市民病院 岡橋 郁子

（３）第９回図 書館情報サービ ス研究大 会（ ５月、京都 ）

ＣＤ－ＲＯＭの利用状況

日生病院 千住と も子

（４）第９回図 書館情報サービス研究大 会（ ５月、京都 ）

６９

病院図書室 Ｖｏｌ．１３Ｎａ２，１９９３

本院図書室の機能評価

社保中京病院 大橋真紀子

（５）第 ９回図書館 情報サービス研究大会（５月、京都 ）

初心者のための病院図書室業務の コンピュー ター

化

・一済生会 下関総合病院 野原 千鶴

京都 南病院 山室侭知子

（ 刈 ま非会員 ）

（６）第４２回日本病院学会（ ６月、大阪 ）

コンテンツサービスに：つい て

淀 川キリ スト教病院 山崎

船戸

捷子

正久

（７）第４２回日本病院学会（ ６月、大阪 ）

大阪労災 病院におけるＣＤ－ＲＯＭ 文献検索の利用

状況

大阪労災病院 松井美 抄枝、田中 道夫

（８）日本病院会全国図書室研究会（ ９月、 神戸 ）

シンポジウム「 資料の保存と廃棄 」

資料保存上の諸問題

日生病院 干住とも子

（９）日本病院 会全国図書室研究会（ ９月、 神戸 ）

シン ポジウム「 資料の保存と廃棄 」

資料の分担保存

大阪回生病院 加島 民子

回 日本病院 会全国図書室研究会（ ９月、 神戸 ）

シン ポジウム「 資料の保存と廃棄 」

資料の保存方法の動向

西淀病院 前田 元也

Ｕ 病院図書室研究 グループ講演会（１１月、甲府 ）

京都南病 院の患者サービス

京都 南病院 山室員知子

〔 論文執筆 〕

（１）小田中徹也（ 国立京都病院 ）

図書館年鑑 １９９３年版 日本図書館協会

近 畿病院図書室協議会紹介

（２）小田中徹也（ 国立京都病院 ）

病院図書室のネット ワー クと活動

日本病院会雑誌３９（４）：５８３－５８７，１９９２

（３）大平美 里，笠原廣 子（ 名古屋第一赤十字病院 ）

病院図書室機能標準化マニュアル（案）よりみた愛

知県病院図書室の実態

医学図書館３９（５）：１５０－１５５，１９９２
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（４）首藤佳子（ 星 ケ丘厚生年金病院 ）

看護婦，コメデイカルスタッフの利用状況

日本病院会雑誌 ３９（５）：７５５－７５８，１９９２

（５）青山真奈美（ 公立陶生病院 ）

事務職員の利用状況

日本病院会雑誌 ３９（５）：７５８－７６０，１９９２

（６）森川治美（ 松坂中央病院 ）

各地区病院図書室の ネットワークと活動（ 三重県

病院図書室研究会 ）

日本病院会雑誌３９（５）：７５２－７５３，１９９２

（７）後藤久恵（ 島根県 立中央病院 ）

各地区病院図書室のネット ワークと活動（ 島 根県

医療関係機関 図書室懇談会 ）

日本病院会雑誌３９（５）：７５３－７５４

（８）佃貴美子（ 阪和記念会館 ）

病院図書室の設計，プ ランニング

日本病院会雑誌３９（７）：１１０３－１１０５．１９９２

（９）小田中徹也（ 国立 京都病院 ）

資料の保存におけ る課題 と対応

日本病院会 雑誌３９（１２）：１９６７－１９６９．１９９２

１－ ３． 会員委託サービスセンター

Ｉ－ ３－ １． ＢＬＬＤセンター（１９９２．２．２１～１９９３．２．２０）

１．クーポンの出納

前年度 よりの繰越クーポン

今年度払出 クーポン

クーポン残り枚数

２。現金の出納

前年度繰越金

今年度クーポン利用料

残 高

３。セン ターの利用

４９枚

７枚
－
４２枚

２２．３４０円

６，０００円
－
２８，３４０円

（１）利用件数 ８件（ うち謝絶 ３件 ）

（２）利用し た施設 ５病院（ 大阪厚生年金、住友、

京都 南、 大津赤十字、 府立母子保健 ）

１－ ３－ ２． 規格用紙サービ スセンター

（１）規ＩＳ用紙 の利用状況

規格用紙の種類 利用枚数 隨関数 売上金額

相互貸借用往復ハガキ（ ７’Ｌ入）

相互貸僣用往復ハガキ（ｉ－Ｌなし）

逐次刊行物受入カード（Ａ様式）

逐次刊行物受入カード（Ｂ様式）

２．ｍ 枚

０

６００

４００

３

０

３

３

３０，９００

０

８，６５２

５，７６８

合 叶 ３．０００ｔ５ｆ９機関 ４５．３２０

＊売上金額には消費税を含む

（２）規格用紙の受払状況

腹格用ｍ．の種類 繰越枚数作成枚数 売上枚数 残Ｓｌｉ

相互貸ｆｉ用往復ハガキ（ｉ－ｌ．人）

相互貸僣用往俊ハガキａ－Ｌ．なし）

逐次刊行物受入カード（Ａ様式 ）

逐次刊行物受入カード（Ｂ様式 ）

Ｏ枚

１５０

５５０

０

２．０００

０

３００

５００

２．０００

ｏ

６００

４００

０

１５０

２５０

１００

（３）規格用紙関係 現金の出納

収 入 金 額 支 出 金 頷

前年度 繰越金

今年度 売上金

１０．９２５

４５．３２０

ハガキ
・カード作成費
（９１４．００×３０００）

ｍ費税

送 料
包装 ＢＯＸ

４２，０００

１，２６０

２，３７０
３４０

合 計 ５６．２４５ 合 ｌ↑ ４５．９７０

来年度繰越金 １０，２７５円

議案ＩＩ 平成４年度近畿病院図書室協議会

会計報告・監査報告

唯 入．＜ｒ 都 ｍ位：円

賢 目 予 算 額 決 算 ａ 差引 堵△城
嗇 受

ぬｘｉｎａ麗岳

全 賢

事業収入

会報迦Ｚ萬読会費

ｍ 合目鏝

研修会費

その＜！

そ の 他

ＩＳＬｔＨ

１．７７０．０００

Ｉ１９．ＳＭ

（１３１．１１００）

（Ｓ紅 咽＞

（３７．ＳＭ）

Ｅ９３．Ｉ２４
ＬＯＳＳ．０００

２１３．０００
（１Ｍ．ＯＯ０）

（ ０）

（６７．０００）

（１２．０００）

１７０．５２８

０

△２０１０００

ＥＩ＆ＳＭ

Ｃ△４．０００）

（△Ｓ＆４．ＩＩＯ０）

（Ａ ３１１．５００）

ｕ ｔ７会員ＬＯＯＳｔｏｏ

ａ ｉ会員 ３０．０００

入会金 綾員 Ｘ．０ＯＯ

ｕ Ｈ会員

１０ 絵員

第≫＠聚修会、舅２回

蛤准金、第 ｍ名古屋

研修会，男６咀研笹会

会琵禿上 １２０

靫力て告料 １６３．刈

髪行利恩 １．５２！

２．７Ｓ３．３２（ ２．Ｈ２．３５２ ＡＭ０．９Ｔ？

－７０－



支追 のＳＳ 曜 位：円

費 目 予 算ａ 決 耳 額 差引 嗜／ｓＭ 禍 要

紬 会 賢

事 務 費

ａ ａ 費

ｓ．ａ 賢

事 業 費

皿 発行賃

研修会費

絶合目ｔｓｅ姐坂

その他の事裏

誓 糾 賢

雑 賢

．Ｔ０．ＩＫＪＯ

５０．０００

％ｉｉ．ｍ

Ｋｏ．ひｏｇ

２．１２１１、ｇｏｏ

（ｒ７０．ｏｏｏ）

（ＩＳＯ．０００）

（ＳＯＯ．０００）

（３００．０００｝

１≪Ｉ．Ｏ＜ＫＩ

Ｋｉｒ＊

Ｃ２．Ｅ４６

３０．９５７

７１．９≪９

２０１．ｉＳ）

Ｌ２Ｓ０．ＩＳＯ

（３！１．９６３）

（ｌｓｉｎｉ）

（ ０）

（７心３ｉＯＩ

０

１１．０００

△７．３５４

△１３．００

２１．３１９

Ａ≪１．１２０

Ａ！９０．０７（｝

（ １１１．９６９）

（ ４３．２３１）

（△釦Ｏ．０００）

（Ａ２２Ｓ０２０）

｛△ｊｏｏ．ｍｌ

Ａ１３２．３２４

選挙賢用．ｕ粛書費用

特 ’講演ｘ私 交通貫

振込料、封毎Ｂ鳶、年

賀尨ーｉ

事務局、各墨色里路、

会員通気用通信費

艮員会、幹事会、各都

会、Ｈλ五畿埓Ｓ例会

会ー百号・会琵１２巻

ｉ－＜号Ｈ皐、発ｍ

執箪料、その他

罵Ｓ４巨謳誉会、罵２回

ｌ￥≫φ、男４巨陪古狸

剤ｅ＾、第砥孫ー全

年＜≫ＳＥ≫噸浩平成３年

歯覆箆亀§揺平成ｉ年

ＭＭｔ^ ｓ加賀

（合 叶） ２．７！ｉ３２≪ Ｉ．Ｅ３ＳＥＳ２ Ａｌ．Ｈ７．６７２

平 成 ４ 年 ｆｌＥ 会 計 Ｇ Ｘ

皿 位 ： 円

収 入 決 算 額 支 出 決 耳 額

荊年厦盾越金
会 費

事業収人
全報会誌贋読会賢

雑誌飽合目饉

Ｒー舎費

その他

そ の 他

ｔ９３．ｌ２（
１．・ＳＳ．００・

２１３
．０００

（ＩＫ．０００）

（ ０）

（ Ｅ７．・００）

（ １２．ＣＯＯ）

ｌ７Ｄ．Ｓ２ｔ

絶 壹 賛

事Ｓ Ｗ

通 侶 賢

又 ａ 賢

亭 業 賢會報会誌発行賢

研ー舎賢

糖合目ｕｅｉｃｔＴＳ

その他の事業

費 料 賛

鯉 費

翌年縫越兪

Ｅ２．６＜（

３０．５５７

７１．！Ｉ９

２０１．１１０

１．２ＳＩＩ．１１０

（ＳＳＩ．３６９）

（ＩＳ３．２３Ｉ）

（ ０）

（ ７４．９：０）

０

Ｍ．ｏｏｅ

ｓｕｅ．７００

（合 計！・ ２．１＜２．３Ｓ２ （合 計） ２．Ｕ２．３５２

上記決算については、全計監重を終了しました．

平成５年３月２＜ａ

会針監重

議案Ⅲ 平成５年度活動方針

。。 ｅ？^？ｉ
）

－ ａ⑤

来年度の事業活動では、 まず懸案の『 総合目録 』改訂

版の発行に力点を置き、 次いで会誌『 病院図書室 』の充

実と普及に努めたい。また、逼迫し てい る財政の補強を

計 るために昭和６１年以来据置か れてい る会費（ １５．０００円

／年 ）の値上げ（ ２０，０００円 ／年 ）について会 員の協力を

病院図書室 Ｖｏｌ．１３Ｎａ２，１９９３

得たい。さらに、 組織活動では先のアン ケート結果Ｒ：基

づき、 当協議会組織活動の今後の展望 を明確にした上で

会の名称について検討 を重ねていくこ とにし たい。

『 総合目録 』改訂版は外国・ 国内医学誌の同時改訂、

個別誌名記入方式の導入など編集方式の変更、編集委員

の病院業務上の理由 など から、 発行 は来年度に持越され

た。現 在はデータの入力 段階であ るが、事務局から も編

集体制への補佐をし、また一般会員の方々の協力 も得て

早急に発行する。

従来 の会報と統合して紙面―新した会誌『病院図書室』

は既述 のように内外 から好評裡に迎え られた。来年度 も

これを継続し、 病院図書室の充実と発展を促す媒体にな

ると共に、広く会員 外に も普及を図 りたい。 ただし、 そ

の経費については予 算に占める比率 も従来から極めて高

く、広告収入や印 刷費の節減、 購読会員制度などでこれ

まで凌いできた。

経費についてはこの他に も昭和６１年の会費改定以来、

通信交通費の値上 げ、消費税の導入などがあ り厳しい状

況となっていた。今年度の会誌の統合では経費の側面か

ら会費値上の案 もあ ったが、 とにかく現会費の中で発行

し 成果 をみて改めて検討することにしていた。しかし、

来年度以降 も会誌 の発行を始めとす る諸事業 を維持し て

いくに は現状の会費では会計上、困難 となってい る（ 会

計報告 参照 ）。したがって、年会費を５，０００円値上 げして

２０，０００円に、また会誌『 病院図 書室 』の購読費につ いて

も現在の４，０００円（年 ）から実費の６．０００円（ 年）（Ｃそれぞ

れ改定す ることに協力 を願う。

次に、当会の名称については先の会員へのアン ケート

の結果、改称することに賛意を示す回答が多 数ではあっ

たが、反対 と判断困 難 も合せ ると半数に達し た。また、

会名改称 を考える上では当会組織活動の展望を明確にし

ておく 重要性が、 賛成反対にかかわらず多く感じ られた。

したがって、来年度は今後の当会組織活動の在り方をさ

らに具体的に検討し、そ の上で改称について結論 を出す

ことにしたい。

この他、研修会の開催や年次統計調査などの継続事業

については従来どお り来年度 も進めていく。 特に 名古屋

研修会や年次統計調査で は今年度に引 き続 き東海地区会

員の協力を期待してい る。

１

医学文献情報活動の推進

「 医学雑誌総合目録 」改訂版 の発行、資料分担保

存の実現

－７１－



病院図書室 Ｖｏｌ．１３ Ｎａ２，１９９３

２． 教育研修活動の継続

定例・ 名古屋研修会、 勉強会の開 催、諸研究研修

会への案内 と参加奨励

３． 出版広報活動の継続

会誌『 病院図書室 』の季刊発行

４． 年次統計等の調査活動

年次統計と相互貸借の調査、重複雑誌目録の作成

５． 研究活動の 継続

首藤 佳子（ 星ケ丘厚生年金 病院 ）

徳田 雅子（ 大阪府立母子保健総合医療センター ）

前田 元也（ 西淀病院 ）

松井美抄枝（ 大阪労災病院 ）

松本 純子（ 住友病院 ）

山室員知子（ 京都南病院 ）

山崎 捷子（ 淀川 キリ スト教病院 ）

ネット ワーク研究班 のうち特に分担保存の在り方 ○ 会計監査

と方法、研究や事例発表への助成金制度

６． 協力 活動の地域的拡大

名古屋研修会の開 催

７． 年会費、会誌『 病院図書室 』購読料の値上げに よ

る財政補強

議案ＩＶ 平成５年度事業計画

１

２。

３．

４．

５．

６．

７．

「 医学 雑誌総合目録 」（ 外国、国内誌 ）改訂版の発

行

研修会の開催（ 定例３回、 名古屋１回、 勉強会数回）

会誌『 病院図書室 』第１３巻１－ ４号 ９３年の発行

年次統計等の調査、及び重複雑誌目録 の作成

分担保存の「 医学雑誌総合目録 」掲載に よる事業化

東海地区病院図書室への入会促進活動

年会費を２０．０００円に、会誌 の年間購読料 を６．０００円

に改定

議案Ｖ 平成５年度予算（別掲）

議案ＶＩ 役員改選

選挙管理委員に より平 成５年度の役員改 選が行われ、

幹事 ９名 と会計監査 ２名が選出された。 新役員は以下の

とおりであ る。

○ 幹 事

加島 民子（ 大阪回生病院 ）

木 下久美子（ 高山赤十字病院 ）

重富 久代（ 京都市立病院 ）

田中 泉美（ 国立姫路病院 ）

議案ｗ 会長・事務局長承認

会長は白方誠禰氏（ 淀川 キリ スト教病院院長 ）、 事務

局長は小田中 徹也氏（ 国立京都病院司 書 ）がそれぞれ承

認さ れた。

以上 を以て第１９回総会を閉会した。

≪ｚ入 の卿

議 裏Ｖ 平成 ｓ年度予算

ｒｒ出 の 畷 ）

賢 目 金 額

祠Ξ厦擾越金

会 費

平成５年厦

平成＜年度未納

平碇Ｊ年度ま納

平成２年厦釆納

入会金采鰐０年

事裏収入

侭ｓ罵 是会費

平成５年厦

Ｋｉｍ ．合目ａ

研修会費

足例研笹会

事ｆｆｉ！Ｂ告会

名古屋研修全

ｉ乃ｃヽａ勉強会

その他

そｎｉｔ

Ｓ０６、７００

１．７３Ｓ０ＯＯ

ＣＯ．０００Ｘ７７

●ｕ ひひｏｘｉｏ

ＩＩＳ吻０×４

ＩＩＳ．０００×３

●１０．ｏｏａ×１

（２１０．０００）

ー０００×３５

（７７０，ＭＯ）

（１０５．０００）

≪１．０００Ｉ３０Ｉ２

ｔ ３００ＵＯ

・１．０ＯＯ×２Ｓ

・ ５００×１０

３．３８６．７００

賢 目 金 額 遇 資

１６ 会 賢

事 務 買

通（ｓ 賢

交 ｉＳ 費

事 業 費

会誌発行費

研修会賃

総合目鏝改版

その他の早裏

賢 料 Ｉｔ

誰 費

７０．０００

５０．０００

７０．０００

２５０．０００

２．３９０．０００

（１．０３０．０００）

（２４０．０００）

（１００．０００）

（３００．０００）

１００、０００

＜７Ｓ．７００

選栞費用、議案書費用

峙Ｓ＜Ｓｌ演Ｓ礼、交通賢

振込料、封厚Ｈ取、年

貢ｍ ｓｔ

事覆局、各部会迷路、

会艮通知用通Ｉ賛

＆貝会、幹事会、各都

会、ＪＨλＵＳ畿堆Ｅ 例会

会誌「同^ ３書室」

１３巻ｌ－４号日翼、ｉＳ科

執Ｘ料、そ１０＊

足阿涯修会２回、事例

Ｒ告唖、名古Ｓ研修会

勧ｃ’者ｉｔｍ会

誠Ｓ総合目拓改版

匡ｎ・外ｍ顛

年次統計≪告平成Ａ年

重複雌誌目録平成５年

医学洋霧１色合目緑 他

ｔａ差全３言罵入

厦弔賢、接遇貢 他

３．３８６．７００

－ ７２－




